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2014年海外選択実習報告書 
マラ工科大学
木内友紀
【はじめに】
　今回の実習を通してたくさんの人と出会いたくさんのことを学び，とても素晴らしい経験をたくさんする
ことができました。このような素晴らしい機会をいただいて本当に感謝しています。この実習書を通じてこ
れから海外での実習を考えているみなさんのお役に少しでもたてたらと思います。
【海外実習を志望した理由】
　もともと海外での臨床実習に興味があり，先輩方の報告会に参加してマレーシアでの実習に興味を持ちま
した。英語力に少し自信がなかったので，参加者が 1 人でなかったのも魅力のひとつでした。
【実習までの準備】
　もともと早い段階で海外での選択実習には興味を持っていたので，4 年生の頃からTOEFLを受験したり，
英語の勉強は少しずつ始めていました。実習に行くことが決まり，冬頃からは，海外へ実習に行く人で集
まって勉強会をしました。感染症のワクチンは調べて早めに接種しておきました。
【実習について】
　実習では現地の学生と一緒に実習をさせていただきました。実習先の病院はいくつかあったのですが，ど
こも寮からは離れていたので，毎朝一緒のグループの学生が車で送ってくれました。私は総合診療，小児科，
循環器内科の 3 科で実習させていただきました。実習では外来の見学や，患者さんの問診や身体診察，講義
への参加，プレゼンテーションなどをしました。日本の実習に比べてレクチャーなどが多かったように思い
ます。講義では学生のプレゼンが多かったのですが，みんなとてもプレゼンに慣れていて，圧倒されました。
先生によってはどんどん質問をしてくださる先生もいてとても勉強になりました。私はプレゼンをする機会
をいただいたのですが，現地の一緒のグループの現地の学生たちが助けてくれ，みんなで夜一緒に準備をし
たりと，とても楽しく良い経験になりました。学生たちはマレー語と英語を両方しゃべるのですが，実習や
講義は基本的にすべて英語で行われました。先生の話がきちんと聞き取れなかったときも現地の学生がいつ
も助けてくれました。現地の学生はとても積極的で，たくさんの刺激を受けました。
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【その他】
　実習中は現地の学生がなにかと世話ししてくれたのですが，みんなとても優しくて面白くて仲良くなるこ
とができ，本当に楽しかったです。毎日夕食は現地の学生にいろいろなところに連れて行ってもらったり，
週末は遊びに連れていってもらったりしました。毎週グループが変わったのでたくさんの学生と仲良くなる
ことができました。
　現地では寮の近くにセブンイレブンがあるので必要最低限はそこでそろいました。スーパーに行きたい時
などは現地の学生に頼んだりして連れて行ってもらいました。基本的には毎日外食でした。マレー料理は少
し辛いですがとてもおいしかったです。物価が非常に安いので毎日ほとんどお金はかかりませんでした。渡
航費用もそこまで高くないので，金銭面はあまり心配ないと思います。
　マレーシアと日本ではまれな感染症がcommon diseaseだったり，DMの人口が非常に多かったり逆に悪
性腫瘍は少なかったりと疾病構造が日本とは異なり非常に興味深かったです。またマレーシアでは医学生は
女子のほうが多く，男子学生は 3 割程度でした。
【感想】
　長いようであっという間の 3 週間でした。最初は英語力や学生や先生方とのコミュニケーションなどさま
ざまな不安はあったのですが，マレーシアの人は本当にみんな優しくてそんな困ったときはいつでも助けて
くれてそのような心配は全く不要でした。今回の実習で海外の日本とは違った医療に触れることができとて
も良い刺激になりました。最後になりましたが，今回のような素晴らしい実習をさせていただき，富山大学，
マラ工科大学の先生方に深く感謝しています。ありがとうございました。
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